
(1) 昭和43年4月15日

村のようす
(43. 3月1日現在）

世帯数 1,426戸
人口 7,697人

男 3,735人
女 3,962人
積 46.62k品面
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新しい洋服に新しい帽子、そして新しいラソドセルを貨負っ

た可愛い一年生がお父さんお母さんにつれられて大きな希望

に胸をふくらませて入学しました。今年の一年入学児童数は

川辺小学校 16名（男 8名

玉川村立第一小学校小高校舎 50名 （男25名

同校 竜崎校舎 13名（男 8名

須釜小学校 61名（男36名

四辻分校 8名（男 6名

この児童等に交通事故な どのないように

皆で努力致しましょう。
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四
月
の
行
事
予
定
表
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総

務

課

―
二
日
経
済
上
木
委
員
会

一
五
日
区
長
会

二
五
日
県
知
事
選
挙

写
・
上
旬
消
防
団
春
季
検
閲

住

民

課

―
一
日
生
ボ
リ
オ
ワ
ク
チ
ソ
投
与

（
母
子
セ
ソ
タ
ー
）

―

二

日

ク

（

支

所

）

一
五
日
春
季
狂
犬
病
予
防
接
種

（
西
部
地
区
）

一
七

H

ク

（

東

部

地

区

）

一
九
日
結
核
検
診
（
須
釜
中
学
校
）

二
0
日

ク

（

川

辺

小

学

校

）

二

七

日

ク

（

四

辻

分

校

）

――l
O日
春
季
大
掃
除
（
村
内
一
斉
実
施
）

税

務

課

中

旬

軽

自

動

車

税

固

定

資

産

税

賦

課

事
務

二
五
日
軽
自
動
車
税
固
定
資
産
税
納
期

写
・
上
旬
家
屋
評
価

産

業

課

一
五
日
農
業
改
良
推
推
員
辞
令
交
付
式

一
六
日
国
土
調
査
事
務
監
査

一
八
•
一
九
日
農
業
構
造
改
善
事
業
現
場

検
査

二
三
日
農
業
委
員
会

一
五
ー
一
七
日
春
期
豚
コ
レ
ラ
予
防
注
射

二
五
日
畑
地
か
ん
が
い
対
策
協
議
会

写
・
一
ー
ニ

0
日
昭
和
四
十
年
度
国
土
調
査

実
施
地
域
じ
ゅ
う
覧
（
支
所
）

写

・

ニ

日

農

地

相

談

日

（

支

所

）

写
・
八
日
畑
地
か
ん
が
い
対
策
打
合
会

写
・
九
日
農
業
改
良
推
進
員
役
員
会

写
・
1
0
目
土
地
改
良
会
理
事
会

建

設

課

下
旬
学
校
建
設
道
路
設
計
及
入
札

月

間

失

対

計

画

の

推

進

教

育

委

員

会

公

民

館

―
二
日
学
校
伝
票
会
計
事
務
説
明
会

二
三
日
学
校
基
本
調
査
説
明
会

写
・
上
旬
教
育
委
員
会
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渡 金佐鈴草大宍関
氏

辺田藤 木野中戸根

去
る
三
月
十

三
日
四
十
三
年

度
第
一
回
定
例

議
会
に
於
て
玉

川
村
一
般
会
計

予
算
及
国
民
健

康
保
険
特
別
会

計
予
算
は
別
表

の
よ
う
に
決
り

ま
し
た
。

総
額
に
於
て

二
千
九
百
八
十
九
万
二
千

円
の
増
、
特
に
目
立
つ
の

は
収
入
で
国
庫
支
出
金
約

三
月
二
十
八
日
執
行
の

玉
川
村
村
議
会
議
員
選
挙

に
次
の
十
六
名
の
方
々
が

一
千
四
百
三
十
四
万
一
千

円
の
増
、
支
出
は
教
育
費

の
大
巾
な
支
出
で
あ
る
。

当
選
さ
れ
四
月
六
日
の
臨

時
総
識
会
で
議
長
、
副
醗

長
、
各
常
任
委
員
が
決
定

村
議
会
の
議
長
に

小

針

保

三

氏

が

決

定

43
年
度
我
が
村
の
予
算

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
四
年

間
我
が
村
発
展
の
た
め
御

尽
力
下
さ
る
よ
う
御
願
い

致
し
ま
す
。

議

長

小

針

保

三

副

議

長

草

野

勇

蔵

総

務

委

員

会

委

員

長

渡

辺

政

一

副

委

員

長

鈴

木

吉

之

委

員

小

原

久

雄

ク

矢

部

治

男

ク

小

針

保

三

ク

草

野

勇

蔵

経
済
土
木
委
員
会

マ住順卜

サ子子ヨ

栄竜武
名

寿一雄栄

I'/ /,, 

ク /,, /,, 教教教 校校識

諭頭頭長長
名

新

任

校

旧

任

校

浅

川

中

須

釜

小

白
河
五
小
川
辺
小

宮

本

中

須

釜

中

西
白
河

事
務
所

石
川
小

蓬
田
小

石
川
小

面
田
小

須川小小小

釜辺高高高

小小小小小

小
中
学
校
転
退
職
員

ク新新ク退

採

用 任 職

// // //総 総税主税

マ

マ
が
務

務
1J課

事
務

課長課
課長懇補 長

角藁真小円小佐

田谷
弓林谷

林久

た美 喜問

い登 好幸伊ロ 美

子利司一男子栄

玉

村

委

員

長

森

忠

寛

副
委
員
長
佐
久
間
倉
太

委

・/

員

小

林

昭

乎

ク

藤

田

金

二

ク

大

野

伝

吉

文
教
厚
生
委
員
会

委

員

長

境

田

孝

意

訓

委

員

長

首

藤

信

勝

委

員

田

子

国

夫

ク

溝

井

清

二

ク

大

野

清

三

郎

玉
川
村
立
玉
川
第

一
小
学
校
発
足

四
月
一
日
付
で
旧
小
高

小
学
校
と
同
校
竜
崎
分
校

を
統
合
、
新
に
玉
川
村
立

全-Al-―刷＿＿剛＿＿釧＿

―

―

:

＇

-

―

 
川

役

場
第
一
小
学
校
と
な
り
ま
し

こ
。

キー

新
に
村
民
の
皆
様
の
御

尽
力
に
よ
り
ま
し
て
ク
大

字
小
高
、
向
久
保
、
中
村

前
丑
久
保
の
地
内
に
二
万

二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
校

地
を
購
入
、
鉄
筋
三
階
建

の
立
派
な
校
舎
が
新
築
さ

れ
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し

た
。
地
権
者
の
皆
さ
ん
と

契
約
が
成
立
次
第
校
庭
の

地
均
に
着
工
致
し
ま
す
。

尚
校
名
は
玉
川
村
立
玉
川

第
一
小
学
校
小
高
校
舎
及

同
校
竜
崎
校
舎
と
称
し
ま

す。

伊歌小関 佐 大大相 森森佐小橋 白遠大水

Jll 久
和 久本 氏

藤玉根間塚楽 林岩藤山野
美 田間 達

悦代玲照喜義禎信一 茂 清 喜 五 金 政武
和 名

子子子 夫 子 輝 子 子子樹治子郎造豊男信

事教事 ij ij //教 ク 助 ク ク ク 教 教 教 校 校 職
務務
職職

教

員諭員 諭諭

ク須
釜
中

ク
'

/,, 

諭頭頭長長
名

新
任
校

須
釜
小

川
辺
小

小
高
小

須
釜
中

小
高
小

小
高
小

川
辺
小

須
釜
小

ククク泉ク

中

旧

任

校

山
白
石
中

ヽ

三
穂
田
中

野
木
沢
小

泉

中

須

賀

川

三

小
湯

本

小

中
谷
一
小

田
人
一
小

田
人
一
小

北
山
形
小

新

採

用

浅

川

中

ク母

畑

中

湯
本
二
小

新

採

用

泉

中

小
中
学
校
新
任
職
員

西伊村白大中中

戸川藤越岩 丸丸

金：
倦 子 伝 造 子 重 一

亮悦・ 常

ククククク事
務
聴
員

ク

御
舘
小
四
辻
分
校

御
舘
小
四
辻
分
校

石
川
小
四
辻
分
校

須

釜

中

泉

中

浬

島

一

中

泉

中

須

釜

中

泉

中

退

職

須

釜

中
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棄
権
し
な
い
で
投
票
を

『
四
月
二
十
吾
』
は

福
島
県
知
事
這
挙
の
殺
票
日
で
す

棄
権
し
な
い
で
そ
ろ
っ
て
投
票
い
た

b
ま
し
ょ
う
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口

•
五
月
十
日
か
ら
愛
鳥
週
間
で
す
。
戦
後
の
日
本
に
新
し
く
で
き
た
野
鳥
愛
護
の
行
・

・
事
で
、
昭
和
二
十
四
年
ま
で
は
ア
メ
リ
カ
の
行
事
に
な
ら
，っ
て
「
パ
ー
ド
デ
ー
」

．
 

．
 
と
い
っ
て
四
月
一
日
に
行
は
れ
ま
し
た
が
、
日
本
内
地
で
は
渡
り
鳥
が
そ
ろ
う
の
・

．
に
は
少
し
早
い
の
で
、
二
十
五
年
か
ら
五
月
十
日
よ
り
一
週
間
を
愛
護
週
間
と
決
・

・
め
ま
し
た
。
農
作
物
や
動
物
に
つ
く
害
虫
を
と
っ
て
く
れ
る
野
鳥
9

そ
し
て
そ
の

・

•
愛
ら
し
い
姿
、
鳴
き
声
で
人
の
心
を
慰
め
て
く
れ
る
小
鳥
を
愛
護
し
ま
し
ょ
う
。
9.

と
こ
ろ
で
ッ
バ
メ
は
一
ず
、
鳴
き
声
が
聞
か
れ
な
深
め
大
切
に
し
て
や
ら
な

時
間
に
一

0
匹
の
虫
を
食
か
っ
た
と
し
た
ら
さ
び
し
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

べ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
一
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
県
で
は
野
鳥
を
保
設
す

日
一

0
時
間
活
動
す
る
も
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
る
た
め
、
休
り
ょ
う
区
や

の
と
し
て
一
日
一
羽
で

一

近
頃
、
野
鳥
が
少
な
く
鳥
獣
保
護
区
を
設
け
て
増

0
0匹
の
虫
を
食
べ
る
こ
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
加
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

と
に
な
り
ま
す
。
す
。
そ
れ
は
野
鳥
の
す
み
皆
さ
ん
の
友
だ
ち
も
野
鳥

日
本
に
渡
っ
て
く
る
ツ
か
で
あ
る
山
野
が
ど
ん
ど
愛
護
林
を
つ
く
り
、
巣
箱

バ
メ
は
五

0
0万
羽
と
い
ん
切
開
か
れ
て
住
宅
地
な
を
か
け
て
一
生
懸
命
に
野

わ
れ
日
本
で
生
れ
る
ヒ
ナ
ど
に
つ
く
り
か
え
ら
れ
た
鳥
の
保
護
に
努
め
て

い
ま

は
一
七
五

0
万
羽
と
い
わ
り
、
農
薬
で
死
ん
だ
り
す
す
。
皆
さ
ん
も
一
寸
工
夫

れ
ま
す
。
こ
の
ヒ
ナ
は
一
る
た
め
だ
と
い
わ
れ
て
い

か
月
も
す
れ
ば
自
分
で
二
ま
す
。

サ
を
捕
る
よ
う
に
な
り
ま
ツ
バ
メ
は
昔
か
ら
神
の

す
が
、
こ
れ
を
考
え
て
計
鳥
と
い
わ
れ
大
切
に
さ
れ

算
す
る
と
二
兆
一
三千

八
百
て
来
ま
し
た
が
、
今
で
は

五

0
億
四
と
な
り
ま
す
。
私
達
に
も
っ
と
も
身
近
か

わ
た
く
し
た
ち
は
毎
日
な
鳥
に
な
へ
て
い
ま
す
。

忙
が
し
い
生
活
を
お
く
っ
東
京
の
上
野
動
物
園
に
は

て
い
ま
す
。
本
当
に
心
も
ォ
ッ
ド
リ
が
毎
年
何
百
羽

体
も
緊
張
の
連
続
で
す
。
も
渡
っ
て
来
て
、
人
々
の

そ
ん
な
時
に
必
要
な
の
は
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す

休
養
を
と
る
こ
と
で
す
。
し
、
郡
山
市
の
浄
水
場
や

そ
れ
に
は
、
美
し
い
自
然
猪
苗
代
湖
に
は
カ
モ
の
大

に
親
し
む
こ
と
が
一
番
で
群
や
白
鳥
が
っ
．
は
さ
を
休

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
め
て
い
ま
す
。

自
然
は
つ
か
れ
た
神
経
こ
れ
等
は
ど
れ
も
が
安

を
や
さ
し
く
い
た
わ
っ
て
全
な
場
所
を
求
め
て
、
野

く
れ
ま
す
。
し
か
し
緑
の
鳥
が
集
ま
る
よ
い
例
だ
と

山
に
も
き
れ
い
な
水
の
流
思
い
ま
す
。
秋
等
は
も
っ

れ
に
も
野
鳥
の
姿
が
見
え
と
野
鳥
に
対
す
る
理
解
を

‘
、
一
、

J
•

一
、
ニ

入
口
の
向
は
あ
ま
り
こ
だ

ね
り
ま
せ
ん
が
、
は
ん
殖

期
の
四
月
ー
六
月
頃
の
風

向
を
考
え
て
掛
け
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

巣
箱
を
か
け
る
時
期
は

三
月
か
ら
お
そ
く
と
も
四

月
中
旬
ま
で
に
終
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
巣
箱

の
高
さ
は
へ
び
や
人
間
の

被
害
を
考
え
て
二
［
三
米

の
高
さ
に
す
れ
ば
よ
い
で

し
ょ
う
°
巣
箱
の
造
り
方

は
別
に
図
示
し
ま
し
た
。

つ
ぎ
に

を
す
れ
ば
小
鳥
と
仲
ょ
く

な
れ
ま
す
。
野
鳥
と
仲
ょ

し
に
な
る
に
は
ど
う
す
れ

ぽ
よ
い
か
。
、
先
づ

R
巣
箱
を
与
え
る
こ
と
で

す。

．
巣
箱
は
手
軽
に
た
の
し

く
鳥
の
観
察
が
で
き
ま
す

が
、
か
け
る
と
こ
ろ
が
悪

い
と
利
用
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
次
の
点
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
0

• 

種
類
に
よ
り
住
む
場
所

が
ち
が
い
ま
す
か
ら
ま
わ

り
の
状
態
を
よ
く
調
べ
ま

ょ
う
。
木
の
し
げ
み
に
④
え
さ
を
与
え
る
こ
と
で

しか
け
て
も
利
用
さ
れ
ま
せ

す
。

ん
。
田
畑
の
ま
わ
り
の
木
庭
先
に
え
さ
を
ま
い
て

に
か
け
る
の
が
よ
い
と
思
見
ま
し
ょ
う
0

真
先
に
ス

は
れ
ま
す
。
風
や
嵐
に
動
ズ
メ
が
集
ま
り
ま
す
。
冬

か
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り

t

ご
よ
っ
て
一
面
雪
に
覆
わ

木
に
結
ん
で
下
さ

い
。
出

れ
た
時
な
ど
、
え
さ
台
を

作
っ
て
お
け

日
口
〗

□
〗
ば
効
果
的
で

上

↑

了

一

ヽ

ー
エ

す

。

え

さ

台

ー

に
小
鳥
を
集

了

ー

二

口

：

め

る

に

は

、

、

4.I
_
l璽
一
定
の

-．
 

、．r
_
一、？
三

‘r
,
＿
湯
所
を
定
め

二//

下
2

、
C? 

下
b
r

,, 

‘‘ :
 

、t‘
口

T
"
‘
|
 

、,t
た、

., ・

ノ‘

＂ト

平

'~ L
p
0
 

::;. 

示

巣
箱
は
き
れ
い
な
も
の
の
種
類
に
よ
っ
て
好
む
出

で
な
く
て
も
よ
い
が
、
鳥
入
口
の
穴
の
大
き
さ
が
決

単位cm

人底か口高まらで出

ー•

烏 の 種 類 高巣箱のさ は ば 奥 行 直出入口径の
のさ

- -

ッジュウカラ類 20~23 12~15 12~1・, 5 15内外 2.s ..... 3_ o 
': 

ムクド リ 28---40 15~17 15~17 1．ヽ8'~・22 4--~6 
コムクドリ

コ ゲ ラ 28~30 11内外 （太ろいの直と径こ） 20内外 3.5 

アカゲラ 33~35 13内外（査這喜） 25内外 4,5 

アオゲラ 37~40 17内外 （太ろいの直と径こ） 30内外 5 

プツボウソウ 26~” 30 20 24 20 7 ,..__, 9 

アオベツク I45~55 23~30 20~30 25~30 10~12 

巣

箱

の

巣
箱
を
利
用
す
る
鳥
の
種
類
と
巣
箱
の
大
き
さ
。

つ

く

り

方

り
ま
す
。
次
は

R
水
を
与
え
る
こ
と
で

す。

．

鳥
も
人
間
と
同
じ
ょ
う

に
食
物
だ
け
で
な
く
、
水

も
飲
ま
な
け
れ
ば
、
生
き

て
ゆ
く
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
ち
ょ
っ
と
山
奥
に
登

っ
た
時
な
ど
水
溜
の
ま
わ

り
に
、
烏
の
ふ
ん
が
石
な

ど
に
つ
い
て
白
い
斑
点
に

な
っ
て
い
る
の
を
見
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
鳥

が
水
飲
に
集
る
証
拠
で
す

し
、
水
遊
び
な
ど
を
し
た

し
る
し
で
す
。
水
の
あ
る
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三
月
十
九
日
玉
川
村
公

民
館
に
於
て
県
内
外
に
派

遣
し
た
研
修
生
の
報
告
と

四
H
ク
ラ
ブ
、
青
年
団
の

研
究
発
表
会
が
行
は
れ
ま

し
た
。

県
内
研
修
に
参
加
し
て

小

高

車

田

豊

子

竜

崎

小

林

タ

カ

子
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溝

井

県
外
研
修
報
告

岩

法

寺

大

竹

完

治

県
外
実
習
報
告

小

高

溝

升

イ

ッ

子

竜

崎

小

林

セ

キ

子

我
が
村
／こ
お
け
る
病
気
と

食
生
活
の
改
善
に
つ
い
て

四
H
ク
ラ
ブ村

越
マ
ツ
子

お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

（
三
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
）

生

出

児

氏

名

世

帯

主

名

続

柄

小

針

由

加

里

一

夫

長

女

白

旗

千

恵

子

（

ル

．

孫

吉

田

広

之

直

人

長

男

大

和

田

正

人

重

正

孫

矢

部

節

子

沢

蔵

ク

車

田

清

子

清

雄

ク

小

針

武

彦

唯

七

二

男

佐

久

間

豊

豊

吉

長

男

仁

井

田

清

子

武

嘉

長

女

湯

沢

重

彦

貞

二

孫

ク

小

林

み

さ

元

一

ク

ク

上

野

春

男

忠

助

ク

酎

須

釜

熊

谷

洋

子

直

勝

ク

ク

国

井

光

男

清

光

ク

北

須

釜

草

野

幸

男

直

江

ク

吉

有

賀

孝

司

正

清

ク

四

辻

新

田

渡

辺

由

夫

由

松

ク

訂
正
前
号
に
次
の
よ
う
な
印
刷
の
誤
り
が
あ
り
ま

/,/ "~ 山毛右中小/,/ /,/ 

法

崎寺 高

// //川
部

辺

皆

m=＝＝t-[-t=＝＝＝-＝-＝-＝＝＝＝＝＝＝=＝-＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝=-m-＝-＝＝＝-＝＝＝＝＝＝-=＝＝=＝＝＝=＝=＝-＝＝-=＝―――-＝===-=＝＝＝＝＝-m-＝＝＝
E

一

早

春

関

根

栖

泉

一

皿

春

水

や

神

橋

渡

る

身

の

し

ま

り

皿

も
ぐ
ら

一・

春

兆

す

土

竜

の

土

や

庭

み

だ

し

か
じ

111

襟

を

た

て

老

の

悴

．
か

む

梅

に

あ

り

血

さ

び

し

さ

の

寄

る

ぺ

欲

し

け

り

春

惜

む

皿

〗
さ
ざ
な
み
に
早
春
の
詩
を
ひ
ろ
げ
た
り
呻

皿

春

雲

の

ほ

ぐ

れ

て

し

ば

し

人

の

影

血

春

雨

の

炭

焼

く

け

む

り

押

い

け

り

J
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こ
れ
か
ら
の
疏
菜
栽
培

青

年

団

関

根

昇

桃
の
病
害
虫
の
研
究

四
H
ク
ラ
ブ小

林
キ
イ
子

県
外
派
遣
後
の
秋
の
実
績

四
十
年
度
派
遣
生

車

田

喜

夫

審
査
の
結
果

一

位

村

越

マ

ッ

子

二

位

小

林

キ

イ

子

三

位

車

田

喜

夫

三

位

関

根

昇

の
四
君
が
入
賞
し
ま
し
た

北小部
須
釜高落

昭
和
四
十
四
年
歌
会
始

の
お
題
は
「
星
」
と
定
め

ら
れ
ま
し
た
。

（
注
）
星
は
天
然
の
星

に
限
り
ま
す
。
「
天
の
川
」

も
星
の
群
で
す
か
ら
歌
の

中
に
題
材
と
し
て
使
っ
て

も
結
構
で
す
。

詠
進
の
方
法

日
一
人
一
首
限
り
と
し
、

未
発
表
の
歌
で
あ
る
こ

と
。

口
詠
進
の
用
紙
は
半
紙
白

紙
一
枚
を
用
い
、
毛
筆

で
自
書
す
る
こ
と
、
盲

人
等
身
体
障
害
者
は
点

字
で
詠
進
し
叉
は
代
筆

し
て
も
さ
し
つ
か
い
あ

り
ま
せ
ん
が
代
筆
の
場

合
は
、
そ
の
理
由
を
書

い
て
別
紙
に
添
え
る
こ

と。（
身
体
障
害
者
以
外
の

代
籠
は
失
格
す
る
）

臼
拍
式
は
、
半
紙
を
横
に

こ言
（
三
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
）

死

亡

者

氏

名

世

帯

主

名

続

柄

関

根

安

嗣

主

／
清
の
父

揃

枝

佐

七

金

父

昭
和
四
十
四
年
度

歌
会
始
の
お
題

詠
進
歌
の
詠
進
要
領

二
つ
折
り
に
し
て
右
半

面
に
お
阻
と
歌
、
左
半

面
に
住
所
氏
名
「
ふ
り

が
な
」
生
年
月
日
、
職

業
を
書
く
こ
と
。

（
注
）
氏
名
は
本
名
を

書
き
雅
号
等
を
用
い
な

い
こ
と
。
職
業
は
何
業

何
会
社
何
役
等
の
役
職

名
ま
で
詳
し
く
書
く
こ

と
。
無
職
の
場
合
は
元

の
瞼
業
又
は
世
帯
主
の

職
業
を
書
く
。

四
詠
進
の
期
間
は
本
年
九

月
一
日
か
ら
十
月
十
日

――-・―― 

十
二
指
腸
虫
駆
除

薬
服
用

第
一
回
定
例
村
識

会経
済
土
木
委
員
会

第
一
回
定
例
村
議

会
終
了
（
昭
和
四

作

土
こ
ー

・

十
I
-

―-
1

祥
＇
―
-
ー
—
ニ
ー
―

＿
こ
逝
去
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

し
た
の
で
お
詫
び
申
し
上
げ
訂
正
い
た
し
ま
す
。

北

須

釜

矢

吹

恵

子

重

政

孫

ク

鈴

木

玲

子

直

春

ゥ

”

小

針

俊

則

安

勝

ク

―――・一六
――-・―七

―――
.
-
g
 

―――・一写 玉
川
村
大
字
中
字
後
十

一
番
地
の
小
林
芳
吉
さ
ん

（
七
十
三
オ
）
は
一
年
間

こ
っ
こ
っ
と
貯
え
た
一
升

桝
一
ば
い
の
一
円
硬
貨
を

消
防
団
活
動
資
金
と
し
て

寄
附
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
氏
の
御
厚
意
に
対
し

感
謝
申
上
げ
ま
す
。

先
月
の
日
誌
よ
り

十
三
年
度
予
算
）

所
得
税
確
定
申
告

ホ
ッ
プ
対
策
打
合

せ
会
地
籍
調
査
経

理
指
導

区
長
会

立
候
補
届
出
に
関

月

桝
一
ば
い
の
硬
貨
を

消
防
団
に
奇
附

ま
で
と
し
ま
す
。
但
し

郵
送
の
場
合
は
十
月
十

一

日
ま
で
の
消
印
の
あ
る

一

も
の
は
有
効
と
し
ま
す

9
1
9
)

伺
郵
便
の
宛
先
は
「
東
京

都
中
央
郵
便
局
区
内

宮
内
庁
」
と
し
封
筒
に

「
詠
進
歌
」
と
書
き
添

え
る
こ
と
°
詠
進
歌
は

送
付
の
際
、
小
さ
く
折

っ
て
封
入
し
て
さ
し
つ

か
え
あ
り
ま
せ
ん
。

以
上
に
つ
い
て
疑
問
が

あ
り
ま
し
た
ら
直
接
宮
内

庁
「
式
部
瞼
宛
」
に
住
所

氏
名
を
書
き
切
手
を
は
っ

た
返
信
用
封
筒
を
添
え
て

照
会
す
る
か
県
庁
叉
は
役

場
に
問
い
合
わ
せ
て
下
さ

、
o

＼
＞
 

四・一
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九
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四
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四・―――

す
る
説
明
会

納
税
組
合
長
会
議

（
本
庁
）

ク

G

支
所
）

消
防
幹
部
会

農
業
委
員
会

村
議
会
議
員
選
挙

告
示

須
釜
児
童
館
修
了

式民
生
委
員
実
務
研

修
会

土
地
改
良
区
理
事

会選
挙
管
理
委
員
会

詈
宍
農
道
工
事
監
査

じ―――
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わ
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nE
が

に

有

。

血

ヵ
れ
福
ら
う
＂

一
ー

＇ 

ょ
一

ー

ー

叩

参

そ

幸

か

ー

11

総
票

□

臼ピ

た

の

し

一

の
し
る
使
皿

111

票

1

一

几

又

＂

11

才

こ

く

が

行

＇

た

な

に

一

ーー
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-
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八
村
緞
会
識
員
選
挙

投
票
日

選
挙
管
理
委
員
会

（
旧
）

選
挙
管
理
委
員
会

（新）
水
稲
畑
地
栽
培
事

業
打
合
せ
会

身
体
障
害
者
福
祉

会
役
員
会

自
作
晨
協
会
役
員

会上
地
改
良
事
業
事

務
監
査

農
業
委
員
研
修
会

四
国
地
方
出
発
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